
トクラスドレッサー

アフェット（フロートタイプ）

トクラスドレッサー
アフェット•アフェット（フロートタイプ）•エポック•EJ

取付設置説明書

住宅部品VOC表示ガイドラインによる
※4VOCとは、トルエン・キシレン・エチルベンゼン・スチレンを示します。

当社製品に使用する材料や接着材などは、JIS・JAS又は国土交通大臣の認定を受けた
Ｆ☆☆☆☆の材料を使用しています。
取付設置と使用する下地桟、接着剤、塗料などについても以下のものをお選びください。
 ・居室に面している材料はＦ☆☆☆☆のもの
 ・下地材に使用する材料はＦ☆☆☆以上のもの

トクラスドレッサー

トクラスドレッサー

本書は、取付設置完了した後、p30のチェックリストに
したがって点検した後、取扱説明書といっしょにお客様へ
お渡しください。

フリーコール



トールキャビネット・サイドキャビネットの据付け

排水装置の接続ー管工事

化粧サイドパネルの取付け（オプション）

















ベースキャビネット・トールキャビネット・ウォールキャビネット・ミラー
パネル、バニティボックス、照明ボックスの取付けは、建築壁の構造
を確かめて「取付設置説明書」
通り正しく行なう。

壁固定ねじ

60
以
上

12.5以下（不燃ボード等
ねじ締付け強度のない壁の厚さ）







扉や引出しを全開にしたときに、額縁照明に当たらない寸法がとら
れていることを確認してください。

（現地手配）

壁固定ねじ



壁固定ねじ 壁固定ねじ

壁出給水の場合 床出し給水の場合

52～65

サイドキャビネットのベースを壁に
ねじ固定します。

サイドキャビネットのウォールキャ
ビネットを壁にねじ固定します。
背板の穴位置で固定してください。



ニースペースキャビネット側から
連結しない。

15
0

20
0

使って

床設置基準面
台座がくる位置で、一番高い点を
基準に取付けます。

壁設置基準面
上下・左右最も突出して
いる点を基準にします。

台座

キャップは、すべての取付完了後、再確認し、キャップはすべて取付けてください。





（フロートタイプ）



ステントラスタッピンねじ

L金具短手を
カウンター側に固定

ステントラスタッピンねじ



壁固定ねじ

60

60

60 60

60

60

キャップは、すべての取付完了後、再確認し、キャップはすべて取付けてください。

ウォールキャビネットをミラーキャビ
ネットの上に載せ、扉を開け壁固定ねじ
φ4.5×55で壁へ固定してください。

キャビネットが複数の場合はチリを合わ
せて連結してください。









化粧サイドパネルの取付け（オプション）14.

カット

60

60

500

500

180

60

60

60

60

60

60

60

60

60

①ベース用化粧サイドパネル
　キャビネットの内側から連結ねじ（キャップ付）φ4×28（3本）（化粧サイドパネルに同梱）で固定してください。          
　連結位置は４．ベースキャビネットの据付け（8ページ）の連結ねじ位置に従ってください。          

トール用化粧サイドパネル固定位置

②トール用化粧サイドパネル
　キャビネットの内側から連結ねじ（キャップ付）φ4×28（9本）（化粧サイドパネルに同梱）で固定してください。          

化粧サイドパネル側から連結しないこと。

引出しレール等に干渉する場合は、連結ねじ位置をずらして連結すること。

化粧キャップ

連結ねじφ4×28

連結ねじで固定します。

トールキャビネット

トールウォール
キャビネット

化粧サイドパネル

化粧サイドパネルの高さは上側を、
現場カットにて調整ください。

①ベース用化粧サイドパネル
　キャビネットの内側から連結ねじ（キャップ付）φ4×28（3本）
　（化粧サイドパネルに同梱）で固定してください。  
　連結位置は5．ベースキャビネットの据付け（14ページ）の連結
　ねじ位置に従ってください。      
   

②トール用化粧サイドパネル
　キャビネットの内側から連結ねじ（キャップ付）φ4×28（9本）
　（化粧サイドパネルに同梱）で固定してください。 



サイドキャビネットがある
場合のシリコンコーキング

壁や化粧サイドパネルと
カウンターのシリコンコーキング

壁・化粧サイドパネル
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排水装置が引き出しに干渉していない 
か目視で確認する。 

照明は点灯するか。

ボウルへ満水にして水漏れはないか。

ボウルの清掃は良いか。

コーキングはしてあるか。

取付設置業者名：

設備工事業者名：

連絡先：

連絡先：

19



16．10
この取付設置説明書は環境に優しい大豆インキを使用しています。

●取付設置についてのお問い合わせ

お電話は、内容確認とサービスの向上等を目的として、保存（録音）させていただくことがあります。あらかじめご了承ください。なお、個人情報保護方針は当社のホームページにて公表してあります。

北日本エンジニアグループ（北海道・東北） 〒981-3133 宮城県仙台市泉区泉中央3-13-5 ☎022-772-5933
東日本設置グループ （関東・甲信越・首都圏）〒335-0027 埼玉県戸田市氷川町2丁目15番3号 ☎048-498-8100
中日本設置グループ　 （北陸・東海） 〒491-0822 愛知県一宮市丹陽町伝法寺字才勝480-1 ☎0586-75-6122
西日本設置グループ （関西・中国・四国） 〒577-0012 大阪府東大阪市長田東4丁目2-32 （大真ビル1F） ☎06-6748-7115
九州エンジニアグループ （九州） 〒812-0042 福岡県福岡市博多区豊1-9-13 ☎092-414-8628



このたびは、洗面化粧台ミラーキャビネットをお取扱いいただきまして、まことにありがとうございます。
お客様に満足してご使用いただくためにこの取付設置説明書をよくお読みのうえ、正しく取付けをお願いい
たします。

・部材数、商品の損傷、部材のサイズ、左右の勝手方向、
取付け部材等の確認

※ミラーキャビネット以外は「洗面化粧台取付設置説明書」
や水栓金具の施工説明書を参照してください。

・別途、専用の「洗面化粧台取付設置説明書」に従ってく
ださい。

・末頁のチェックリストを使用して、作業の総点検をして
ください。

・屋内の後工事で発生するホコリやヨゴレ、きず防止のた
め、必ず商品を保護してください。

・各部の総点検

・壁補強桟の位置を確認してください。
・電源コンセントの位置確認をしてください。
・壁・床の水平・垂直の確認および修正してください。

・仮止めテープなど不要物の除去をしてください。
・しっかりと固定してください。
・照明別体は忘れずに取付けてください。
・照明の周波数が合っているか確認してください。

・別途、専用の「洗面化粧台取付設置説明書」に従ってく
ださい。

・水栓や配水管の取付け、接続も行ってください。

1．商品の確認

6．鏡扉がきちんと閉まらない場合の調節方法

7．点検・清掃

5．ウォールキャビネットの据付け

9．チェックリスト

8．養　　生

4－1 エポック　トレー付 1面鏡の取付け

4－2 エポック（EJ）3面鏡の取付け

4－3 アフェット　3面鏡の取付け

2．現場の確認

3．トールキャビネット・ベースキャビネット・ボウル・水栓の取付け

4．ミラーキャビネットやミラー、バニティキャビネットの据付け

作業のポイント

取付設置手順

⇩

⇩

⇩

⇩

⇩

⇩

⇩

⇩

寸法図

1

●高さ寸法の（　）はMAC0755（K/L/M）B、MAC0905（K/L/M）Bの寸法を示しています。
●高さ寸法の【　】はMBA0905（K/L/M）B、MBE0903KHの寸法を示しています。

（ＥＪ）

ミラーキャビネット
アフェット・アフェット・C・エポック・EJ

取付設置説明書



安全のために必ずお守りください。

2 3

警告表示と注意表示について
この取付設置説明書記載の警告事項 警告  、 注意  の区別について

※いずれの場合も重要な内容を記載していますので、必ずお守りください。

ミラーキャビネットの取付けは、建築壁の構
造・壁補強桟位置を確かめて「取付設置説明
書」通りに正しく行う。
補強桟位置は取付設置図で確認してください。取付ねじを空回
りさせることなく、ガタつきなく確実に止めてください。取付
けを誤ると、使用中に取付ねじがゆるみ、ミラーキャビネット
が転倒してけがをするおそれがあります。

浴室など湿気の多い場所へ設置しない。
漏電により感電する原因となります。

電気配線工事は、関連する法令にしたがって、
必ず「有資格者・業者」が行う。
火災や感電および漏水の原因となります。

交流 100Vを使用する。
交流 100V以外を使用すると過電流による火災の原因となります。

電源コードを傷付けない。
電源コードを傷付けると漏電および火災の原因となります。

据付け後の仕上げ工事に使用する溶剤、接着剤、
洗剤、その他薬品類は、容器などに記載してあ
る“使用上の注意”表示に従って正しく使用する。
誤った使い方をすると、人体に悪い影響が出たり、使用部材の損傷
や劣化の原因になります。

壁補強桟は「松」「ひのき」などの材で虫食い、くされ、ぬけ節
のないもので大きさは巾 90mm、厚さ 30mm以上を使用する。
取付ねじがしっかりと締まらずミラーキャビネットが転倒し、けがをするおそれがあります。
合板使用の場合は、必ず 12mm以上の厚さの物を使用してください。

図記号

図記号

図記号

取付設置を誤った場合、人が死亡、
または重傷を負う可能性がある危
険な状態が想定される内容を示し
ます。

その他お守りいただく内
容の種類を、次の絵表示
で区別し説明しています。

取付設置を誤った場合、人が障害
を負う可能性、または物的損害の
みの発生が想定される内容を示し
ます。

このような図記号は、製品
の取扱いに於て、その行為
を禁止する図記号です。

このような図記号は、製品の
取扱いに於て、指示に基づく
行為を強制する図記号です。

警告 注意

警告

警告

注意

1．商品の確認

付属部品一覧表

エポックトレー
付き 1面鏡

エポック（EJ）3面鏡 アフェット 3面鏡
750巾 900巾 750巾 900、1200巾

ミラーキャビネット取付設置説明書 1 1 1 1 1

皿タッピンねじ　∅ 4× 45 4 4 6【7】 4 6【7】

バインドタッピンねじ　∅ 4× 45 4 4

ワッシャー 4 4 6【7】 4 6【7】

キャップ（白） 4 4 6【7】 4 6【7】

歯ブラシ立て 1 1 1 1 1

●高さ寸法の（　）はMA（G/H）0755（K/M）B、MA（G/H）0905（K/M）Bの寸法を示しています。
●高さ寸法の【　】はMB（B/D/F）0905（K/M）Bの寸法を示しています。

【　】はMB（A/B/D/F）0905（K/L）Bの個数を示しています。



4 5

⑴  壁面の必要な位置に壁補強桟が取付けてあるかどうか取付設置図に
より確認してください。

⑵  電気コンセントが取付けてあるかどうか確認してください。

別途、専用の「洗面化粧台取付設置説明書」に従ってください。

2．現場の確認　　－取付設置の前に確認ください－

4．ミラーキャビネットの据付け 4－ 2　エポック（EJ）3面鏡の取付け

4－ 3　アフェット　3面鏡の取付け

4－ 1　エポック　トレー付 1面鏡の取付け

3．トールキャビネット・ベースキャビネット・ボウル・水栓の据付け

電源コードは束にしない。
電源コードが高温になり火災の原因になるおそれがあります。

パッキンがつぶれる様上から鏡を押しながら固定し
てください。不十分ですと、水が壁面に入ります。

ミラーキャビネット下面のパッキンはカウン
ターのバックガードとの間でしっかり押さえら
れる様にしてください。不十分ですと水が壁面
に入り、家屋をいためます。

工場出荷時は 50Hzに合わせてあります。
60Hz地域は周波数の切替を必ず行ってください。

電源コードをミラーキャビネットの端面に
はさみ込まない。
コードが傷つきショートして火災を起こす場合があります。

1．1面鏡の取付け
①ミラーキャビネットをカウンターバックガードに乗せ、コンセント側から電源コードを出し、指
定の位置に固定ねじで締め付けます。

2．蛍光灯の周波数切替

1．3面鏡の取付け
①電源コードを壁のコンセント方向に 3面鏡の切欠部を利用し、取り外します。
②設置位置に仮置きし、ミラーキャビネットの裏板のねじ固定位置に∅4.5mm貫通穴をあけます。
　（背板がない場合は穴あけの必要ありません。）
③指定の穴を利用し、壁にねじ固定します。

④ねじの頭部にキャップをかぶせます。

1．子鏡の取付け
①カウンターバックガードの後に金具を挟み込みます。
※カウンターの巾と位置を合わせ、パッキン面を下にして
ください。

②鏡の上面にある固定金具の穴を利用し、壁にねじ固定し
ます。

①照明カバーを取外します。
　カバーの上下を両手の指で挟みながら引くと外れます。
②蛍光管の仮止めテープを取りのぞき、蛍光管を外します。
③周波数切替スイッチを押しながら切替えます。
④照明カバーをセットします。
　取り外した時の要領でカバーを両手の指で挟みながらはめ
込みます。
⑤コンセントに電源プラグを差し込み、スイッチの“ON”
“OFF”を行ない、確実に作動することを確かめてください。

②ねじの頭部にキャップをかぶせます。
③コンセントに電源プラグを差し込み、
　　スイッチの“ON”“OFF”を行い、
　　確実に作動するか確かめてください。

図記号

作業のポイント

パッキンがつぶれる様上から鏡を押しながら固定し
てください。不十分ですと、水が壁面に入ります。

作業のポイント

注意

注意

4－ 1　エポック　トレー付 1面鏡の取付け　
2．蛍光灯の周波数切替　と同様の手順で行ってください。 MBA0905（K/M）Bのみです。MBE0903KH

2．蛍光灯の周波数切替（M（BA/AC）0755（L/M）B, M（BA/AC）0905（L/M）B以外）
内は



6

パッキンがつぶれる様上から鏡を押しながら固定し
てください。不十分ですと、水が壁面に入ります。

2．3面鏡の取付け
①電源コードを壁のコンセント方向に 3面鏡の切欠部
を利用し、取り出します。
②子鏡を固定した穴付金具を隠すようにして 3面鏡を
子鏡の上に乗せます。
③鏡を開け、指定の穴を利用し、壁にねじ固定します。

④ねじの頭部にキャップをかぶせます。

3．蛍光灯の周波数切替
　1200巾はインバーター方式のため、周波数切替が
不要ですが、750巾・900巾は 50Hzに設定され
ています。切替を行ってください。

◦表面のほこり、汚れを拭き取りながら傷など破損の有無を点検し
てください。
◦梱包材、木くずなど取付設置時にでた不用物を片付けてください。
◦「取扱説明書」をベースキャビネット底板上に必ず入れておいて
ください。
◦お客様に引き渡す前に、必ず 9．チェックリスト  に従って
総点検をしてください。
◦この「取付設置説明書」は「取扱説明書」・「保証書」といっしょ
にお客様にお渡しください。作業のポイント

4－ 1　エポック　トレー付 1面鏡の取付け　
2．蛍光灯の周波数切替　と同様の手順で行ってください。

別途、専用の「洗面化粧台取付設置説明書」に従ってください。

5．ウォールキャビネットの取付け

6．鏡扉がきちんと閉まらない場合の調整方法

8．養　　生

■扉がきちんと閉まらない場合－マグネットキャッチを
　　　　　　　　　　　　　　　手前に出します。
■扉が出すぎている場合－マグネットキャッチを奧に入れます。

◦鏡など破損するおそれのある部分は、ビニールなど
で見えないように養生してください。
　角には段ボールを当ててください。
◦養生に使うテープは、粘着力の弱い（セロハンテー
プなど）のものを使用してください。
　側面も養生してください。

7．点検・清掃

•取付設置完了後は鏡扉の傾きやガタつき、丁番のゆるみがない
ことを必ず確認してください。

　鏡扉の取付けが不完全ですと、使用中に鏡扉が落下してけがをするおそれがあります。

図記号 注意

9．チェックリスト

チェック欄 チェック項目

□ ◦商品の外観に傷などの異常がありませんか。

□ ◦ミラーキャビネット本体はしっかり固定されていますか。

□ ◦鏡にぐらつきはありませんか。

□ ◦鏡扉の開閉はスムーズですか。

□ ◦鏡扉はすき間・段差なく取付けられていますか。

□ ◦照明は点灯しますか。

□ ◦鏡の像にゆがみはありませんか。

□ ◦固定ねじにねじキャップはつけてありますか。

□ ◦扉のキャッチはきいていますか。

●取付設置についてのお問い合わせ

トクラス株式会社
〒 432-8001　静岡県浜松市西区西山町 1370

お電話は、内容確認とサービスの向上等を目的として、保存（録音）させていただくことがあります。あらかじめご了承ください。なお、個人情報保護方針は当社のホームページにて公表してあります。

15.11-ZWTAKSTMAA2

　　　内は
　　　MB（B/D/F）0905（K/M）Bのみです。

北日本エンジニアグループ（北海道・東北） 〒 981-3133 宮城県仙台市泉区泉中央 3-13-5 ☎ 022-772-5933

東日本設置グループ（関東・甲信越・首都圏） 〒 335-0027 埼玉県戸田市氷川町 2丁目 15番 3号 ☎ 048-498-8100

中日本設置グループ（北陸・東海） 〒 491-0822 愛知県一宮市丹陽町伝法寺字才勝 480-1 　  ☎ 0586-75-6122

西日本設置グループ（関西・中国・四国） 〒 577-0012 大阪府東大阪市長田東 4丁目 2-32（大真ビル 1F） ☎ 06-6748-7115

九州エンジニアグループ（九州） 〒 812-0042 福岡県福岡市博多区豊 1丁目 9-13 ☎ 092-414-8628


